 １学年　現代の国語　　「説得力のある意見文を書こう」　①
一年　　　組　　　番　（　　　　　　　　　　）
  これから先、皆さんは「論理的思考力」が必要な場面に遭遇します。「論理的思考力」とは、自らの主張を根拠をもって、矛盾なく、一貫して考える（伝える）力です。論理的思考には「型」があります。まずは、その型を覚えましょう。

 １） 論理的な文章の構成
〈　論理の展開の型　の例　〉


    （起）主題の提示                    （序論）問題提起

    （承）主題の論証                    （本論）原因分析

（転）反論への配慮                  （結論）解決策

（結）まとめ

   確認！　『「美しさの発見」について 』はどのような構成で書かれていたか。

また各構成部分はそれぞれどのような役割であったか。

　演習①　齋藤孝『退屈力』の一部を読み、構成で分けよ。

また各構成部分はそれぞれどのような役割を果たしているか簡潔に説明せよ。

２）　意見文のテーマについて

   今回は「尊厳死」を意見文のテーマとします。「賛成」もしくは「反対」どちらかの立場に立って意見文を書いてもらいます。

大まかな内容は「尊厳死について」（裏面）にまとめてありますが、次の時間まで各自「尊厳死」について一度調べてみてください。次回以降、意見文作成に入ります。

尊厳死　について
尊厳死の定義

尊厳死とは過剰な延命措置をせず、人間の尊厳を保ちながら命を終える（自然死を迎える）ことを言います。自らの意志を明確に表明できる段階で、その旨を証拠として残すことが前提となります。

尊厳死と間違えられやすい「安楽死」

安楽死は、耐えがたい苦痛から解放されるために、医師によって死に至らしめることをいうものです。尊厳死とは意味が異なります。安楽死は薬物などを使って患者の死期を積極的に早めることです。

どちらも「不治で末期」という共通点があっても、「命を積極的に断つ行為」の有無に決定的な違いがあります。

★　今回は「安楽死」は意見文のテーマには含まれません。
尊厳死に対する賛成派・反対派の主な意見

尊厳死賛成派の主な意見

　○ 自分の最期は自分で決めたい。（死を選ぶことは個人の権利）

　○ 医療費の抑制になる。

  ○ 家族に迷惑をかけたくない。

　○ きれいなまま死にたい。（惨めな姿になってまで生き続けたくない）

  ○ 病気がよくなる見込みがない場合長く生きるほうが辛い。

　○ 生きていればいいことがあるというのは健常者の意見。　　　　など

尊厳死反対派の主な意見

  ● 権利ではなく義務（～しなければいけない）になってしまう恐れ。

　● 医師の判断がばらつく恐れ。（「終末期や障害者の定義が曖昧」）

  ● 洗脳や強要に近い手段により「患者の自由意思」を必ずしも保証できない。

　● 家族間で死ぬことを強要するモラルハザードが起こる。

　● 現在日本では法律で認められていない。　　　　　　　　　　など

１学年　現代の国語　　「説得力のある意見文を書こう」　②
一年　　　組　　　番　（　　　　　　　　　　）
  「尊厳死」についての調べてきた賛成／反対の意見
３）適切な反論（異なる意見）の設定

　賛成・反対どちらの意見にも必ず「反論」が出てきます。自己の主張とは異なる意見をうまく利用することで自己の主張はより強固なものとなりますが、使い方が悪いと説得力の低い意見文となります。

　例えば、「高校生のＳＮＳの利用は制限すべきか」という問題に対し、

　主張　　賛成（制限すべき）「ＳＮＳ上での人間関係のトラブルが問題になっている」

　異なる立場の意見　　 　　「上手に使えば勉強の助けになる」

少し極端な例ですが、これでは問題の視点が大きくブレてしまっています。自己の主張に的確な意見を想定しなければいけません。

　「人間関係」という視点で　賛成／反対をそれぞれ考えると適切な反論が見つかるはずです。
                               賛成（制限すべき）トラブルの原因になる

    　　　　　「人間関係」

                               反対（自由）　　　

                               →その異なる意見にどう対処するか？　説得力増！

　意見文を書くにあたって、「問題の視点」とそれぞれの賛成／反対を挙げてみましょう。

	
	
	
	問題の視点

	
	
	
	賛成

	
	
	
	反対


４）主張／異なる意見の精査

　３）で挙げた「視点」の中から次の２点のポイントで意見文の「核」を選びましょう。
①いくつかの問題点の中で「優先して」クリアすべき問題点はどれか。
②最も「論理的」（無理や飛躍の無い説明）に適している問題点はどれか。
　問題点の中での優先度を意識してみてください。一度に全て解決はできません。優先度・重要度が高いものから考えてみましょう。また無理なこじつけや飛躍の大きい意見は読み手の理解、納得を得ることは難しいです。今回はある一部の特別な場合を想定せず、普遍性を意識して、皆さんと同じ高校生が「そうだよね」と思える意見文を目指しましょう。
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